
庄
原
市
の
産
科
医
療
体
制
が

さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た

　
令
和
２
年
４
月
、
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
婦
人
科
に
牧ま

き

野の

康や
す

男お

医
師
が
赴
任
し
、
常
勤

医
師
２
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
常
勤
の
産
科
医
が
不
在
と
な
っ
た
平
成
17
年
４
月
以
降
、
非
常

勤
の
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
29
年
７
月
、
赤あ

か

木ぎ

武た
け

文ふ
み

医
師
が

常
勤
の
産
婦
人
科
医
と
し
て
赴
任
し
、
平
成
30
年
４
月
、
13
年
ぶ
り
に
、
分
娩
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
常
勤
医
師
が
２
人
と
な
り
「
庄
原
で
安
心
し
て
出
産
を
し
た
い
」
と
い
う
声
に

応
え
る
体
制
が
、
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
産
科
医
療
再
開
の
た
め

に
、
医
療
機
器
の
整
備
や
、
助
産
師
の
体
制

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
児
科
診
療

所
、
病
児
病
後
児
保
育
施
設
、
子
育
て
支
援

施
設
か
ら
な
る
「
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広

場
」
を
整
備
し
、
庄
原
赤
十
字
病
院
で
の
出

産
医
療
と
併
せ
て
「
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
環
境
」
を
整
え
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

■
外
来
診
療
体
制

■
助
産
師
の
体
制

①
病
棟
：
９
人
（
岡
山
赤
十
字
病
院
か
ら
の

派
遣
１
人
、
三
次
中
央
病
院
・
松
江
赤
十
字

病
院
と
の
人
事
交
流
各
1
人
を
含
む
）

②
外
来
：
１
人

■
分
娩
体
制

分
娩
は
赤
木
医
師
と
牧
野
医
師
の
２
人
体
制

で
３
６
５
日
24
時
間
体
制

・
分
娩
台
：
２
台

・
入
院
ベ
ッ
ド
数
：
４
床

庄原市の産科医療を取り巻く主な経過
平成17年４月 庄原赤十字病院が常勤医師の定年により産科を休止

平成20年４月 庄原赤十字病院の婦人科外来維持支援事業補助金開始

平成21年６月 「庄原市の地域医療を考える会」設立

平成25年９月
平成25年第１回広島県周産期医療協議会
（備北圏域を第１優先とし、三次市と庄原市の両市にお
ける一体的な分娩体制を目指すことを確認）

平成28年度～ 産科医療再開準備経費補助金を活用し、婦人科の常勤
化に向けた医療機器を整備

平成29年７月 庄原赤十字病院婦人科の常勤医師確保（赤木医師の常
勤により週５日の診療体制確保）

平成29年12月
広島県、三次市、庄原市、三次中央病院、庄原赤十字病院
の調整により、平成30年4月から庄原赤十字病院の分
娩取り扱いを再開することを確認

平成30年４月 庄原赤十字病院の産科再開（医師・助産師体制確保）

令和元年７月
庄原市こども未来広場（小児科診療所・病児病後児保
育施設・子育て支援施設）整備完了。安心して産み育て
ることができる環境の充実へ向け連携

令和２年４月 庄原赤十字病院産婦人科の常勤医師１人増員（牧野医
師の常勤により２人体制）

庄
原
赤
十
字
病
院
に
対
す
る
市
の

財
政
支
援
な
ど

診
療
体
制

月 火 水 木 金

午前
（8:00～
11:00）

常勤医師

広大医師
（月２日）

常勤医師
（月３日）

常勤医師 非常勤医師 常勤医師

午後
（13:00～
13:30）

－ － －
常勤医師
（予約のみ）

－

庄原赤十字病院の分娩取扱件数の実績
年　度 分娩取扱件数

平成30年度 96人
令和元年度 126人
令和２年度 30人

4 月 13人
5 月 ７人
6 月 10人

●
牧
野
康
男
医
師
か
ら
一
言

　
福
岡
大
学
、
東
京
女
子
医
大
、
沖
縄
県
立

北
部
病
院
を
経
て
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
産
科
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
委
員
を
兼
務
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
胎
児
の
超
音
波
診
断
や
最
新
の
産
科
医
療
以
外
に
も
、
更
年

期
医
療
を
含
め
た
女
性
医
学
を
実
践
し
、
庄
原
市
民
の
皆
さ
ん
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
産
科
医
が
不
足
す
る
今
、
い
っ
た
ん
な
く
な
っ
た
産
科
を
再
開

す
る
に
は
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、
再
開
し
た
こ
と
は
奇

跡
に
近
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
当
地
に
産
婦
人
科
医
を
招
請
す

る
目
的
で
医
学
部
生
の
産
婦
人
科
研
修
の
実
践
も
行
う
予
定
で
す

が
、
庄
原
市
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
庄
原
赤
十
字
病
院

　中な
か

島し
ま

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

院
長
か
ら
一
言

　
こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
広
島
県
地
域

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
、
当
院
２
人

目
の
産
婦
人
科
常
勤
医
師
牧
野
康
男
医
師
に

赴
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
牧
野
医
師
は
、
全
国
的
に
産
婦
人
科
医
師
が
不
足
し
て
い
る

中
、
庄
原
市
の
よ
う
に
一
人
の
常
勤
産
婦
人
科
医
師
（
赤
木
医

師
）
で
頑
張
っ
て
い
る
地
域
を
応
援
し
、
継
続
し
て
分
娩
が
行
え

る
よ
う
力
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
、
前
赴
任
地
の
沖
縄

県
か
ら
妻
の
実
家
が
あ
る
広
島
県
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
上
記
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
ふ
る
さ
と
ド
ク
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
島
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
当
院
の
第
二
産
婦
人
科

部
長
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
牧
野
医
師
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
広
島
大
学
産
婦
人
科
医
局
、

市
立
三
次
中
央
病
院
、
庄
原
市
な
ど
関
係
機
関
か
ら
、
継
続
し
た
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
圏
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
出
産
が
で
き
、
地
域
で
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
赤
木
第
一
産
婦
人
科

部
長
、
牧
野
第
二
産
婦
人
科
部
長
と
い
う
常
勤
医
２
人
体
制
に
よ

り
、
出
産
だ
け
で
な
く
婦
人
科
疾
患
の
診
療
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

●
庄
原
赤
十
字
病
院
で
出
産
し
た
方
か
ら
一
言

中な
か

原は
ら

明あ

日す

香か

さ
ん

６
月
１
日
　
長
女
（
第
１
子
）
を
出
産

　
初
め
て
の
妊
娠
、
出
産
で
分
か
ら
な

い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
妊
娠
初
期
か
ら
赤
木
先
生
や
助
産

師
の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
対
応
し
て
も
ら

い
、
そ
の
不
安
も
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
特
に
夜
間
、
急
に
体
調
が
悪

く
な
っ
た
り
、
お
腹
の
張
り
が
強
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
電
話

で
の
相
談
や
診
察
を
し
て
も
ら
い
、
い
つ
で
も
対
応
し
て
も
ら
え

る
こ
と
が
出
産
に
対
す
る
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
市
内
に

産
科
が
あ
る
こ
と
で
通
院
距
離
の
心
配
も
減
り
、
多
く
の
人
が
私

の
よ
う
に
妊
娠
期
間
を
安
心
し
て
過
ご
し
、
出
産
に
臨
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
出
産
後
も
母
乳
外
来
・
育
児
相

談
な
ど
、
改
め
て
近
く
に
産
科
が
あ
る
環
境
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
常
勤
産
科
の
先
生
が
２
人
に
な
り
、
さ
ら
に
産
科
の
体
制
が

整
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
の
た
め
に
、
産
科
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
庄
原
市
に

あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
方
向
性

　
本
年
度
、
市
は
庄
原
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ

の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
）
を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ

て
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科
常
勤

医
師
の
増
員
に
よ
り
、
産
科
医
療
体

制
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
追
い

風
に
、
よ
り
一
層
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲庄原赤十字病院　産婦人科の病室

◀6月23日、牧野医師が
　木山市長を表敬訪問
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